
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1212  2022 年 2 月 20 日 10:30~ 

牧師  山本護        司式  渡部敬子     奏楽  花曲琴音   ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  67 よろずのもの とわにしらす 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  ダニエル書 7:13~14 

       マルコによる福音書 8:27~30 

讃 美 歌 247 おりをはなれ 

説  教 『 メシアとキリスト 』 

祈  禱 

讃 美 歌  Ⅱ-167 われをもすくいし 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 542 世をこぞりて 

祝  禱   後  奏        

イエスは弟子たちに問う。「人々は、わたしのことを何者だと言っているか(ﾏﾙｺ 8:27)」。弟子たちは

「洗礼者ヨハネだ、エリヤだ、預言者の一人だと言っています(8:28)」と答えた。するとイエスは「そ

れでは、あなたがたはわたしを何者だと言うのか(8:29a)」と尋ねる。それにペトロが「あなたはキリ

ストです(8:29b)」と答えた。新共同訳では「あなたはメシアです」と訳された。確かにガリラヤの漁

師は「キリスト(ｷﾞﾘｼｱ語)」なんて言葉は使うまい。だが原典は「キリスト」だ。共に「救い主」の謂

だが「救う」その内実は大分違う。「メシア(ﾍﾌﾞﾗｲ語)」はイスラエルの解放者であり、理想は千年遡

った統一王国時代のダビデ王。福音書の意図に沿うならそのまま「キリスト」と読む方がふさわしい。 

人々はイエスを、神の御許に召された偉大な人物と重ね見たらしい。洗礼者ヨハネ(1:5)、天に昇っ

たエリヤ(列王下 2:11)、御心を託宣する預言の一人として(ﾏﾙｺ 8:28)。イエスの評判は非常に高かった

ようだが、民には二重の世界像があることが分る。すなわち、この世の現実と神の御国が「つながっ

ている」と感じているのか。エリヤや預言者は御国に昇って久しいが、イエスとして世に生きている

という感覚だ。群衆は、イエスをダビデ王の再来として見、「ダビデの子にホサナ(ﾏﾀｲ 21:9)」と叫ん

で讃美した。「あなたはキリストです(ﾏﾙｺ 8:29)」と答えたペトロの心持ちも、そういうものだった。 

イエスは「人々は何者だと言っているか(8:27)」と問い、そして「あなたがたは何者だと言うか(8:29)」

と重ねて尋ねる。私たち一人ひとりが問われている。教会では「イエスはキリスト」としているが、

君はどう思うのかね、と尋ねられている。人々が何と言おうと君はどうなのか、という問いだ。私た

ちは正直に答えられるだろうか。この身をさらし、孤立を恐れず、どれだけ真っ直ぐに答えうるか。 

ペトロは「あなたはキリストです(8:29)」と答えた。まさにその通り、間違いはない。しかしほど

なくして、イエスに「サタン、引き下がれ(8:33)」と厳しく叱責された。イエスは何に激怒したのか。

ペトロはキリストを証しながら、イエスの歩みを遮ろうとした(8:32)。ペトロが思い描いたのは十字

架(8:31)の無いダビデ王のようなメシアだった。イエスが二度目に十字架を語った時(9:31)、弟子たち

にはそれが分らないばかりか「怖くて尋ねられなかった(9:32)」。三度目に十字架を詳しく語った時は

(10:33~34)、二人の弟子がそれをふり払うかのように、メシアが受ける栄光の分け前を求めた(10:37)。 

「あなたはキリストです(8:29)」という答え、文言は正しい。だが十字架を欠いたキリストを証言

することはサタンの所業。勝利で満ち満ちたキリストは偽物に他ならない。キリストを証しうるのは、

十字架までついて行ってから。ガリラヤの女たちのように十字架を見届けたい(15:40~41)。なぜなら、

十字架という神の愚かさは(Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:25)、私たちにとっては神の力(1:24)、とてつもない愛の徴だから。 

「見よ、〔人の子〕のような者が天の雲に乗り～権威、威光、王権を受けた。諸国、諸族、諸言語の

民は皆、彼に仕え、彼の支配はとこしえに続き、その統治は滅びることがない(ﾀﾞﾆｴﾙ 7:13~14)」。「人

の子」の預言は、「イザヤ書 53 章」の預言と重ね合わせられ、キリストで結晶する。この時すでに人

は区分されていない(7:14)。「独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るために(ﾖﾊﾈ 3:16)」。 

神の栄光だけがあってもキリストではない 十字架という暗闇に沈み込んだキリスト 鈍い銀色 

モノクロームのキリスト 夜明け前 次第に色づけられ 存在する色彩をすべて帯びて世に溶ける 

本日の礼拝も「沈黙の讃美」、もうしばらく堪えて下さい。2/21(月)10:00～11:30 八ヶ岳教会によ

る甲府聖書研究会(山梨 YMCA)。使徒言行録を連続して読んでおり、超教派の集まりになっています。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


